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1. 2024年3月期第2四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 22,171 △3.2 187 ― 253 279.5 125 86.7

2023年3月期第2四半期 22,906 0.6 △18 ― 66 △80.9 67 △58.3

（注）包括利益 2024年3月期第2四半期　　368百万円 （36.5％） 2023年3月期第2四半期　　269百万円 （43.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第2四半期 4.33 ―

2023年3月期第2四半期 2.32 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期第2四半期 36,748 24,727 66.4 844.84

2023年3月期 37,685 24,479 64.1 836.63

（参考）自己資本 2024年3月期第2四半期 24,403百万円 2023年3月期 24,166百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00

2024年3月期 ― 4.00

2024年3月期（予想） ― 5.00 9.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,700 △1.9 590 34.2 700 14.3 480 51.8 16.62

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期2Q 28,965,449 株 2023年3月期 28,965,449 株

② 期末自己株式数 2024年3月期2Q 79,812 株 2023年3月期 79,695 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期2Q 28,885,671 株 2023年3月期2Q 28,886,088 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症が「５類」に移行し、行動制限が緩和

されたことを背景に、経済活動は緩やかな回復基調となりました。一方、資源価格の高騰や円安に伴う物価上昇、

世界的な金融引締め政策継続による影響に加え、ウクライナ情勢の長期化による地政学的リスクの影響が懸念され

る等、依然として先行き不透明な状況が続いています。

物流業界においては、物価上昇により国内の個人消費は低迷しているものの、前年度減少の反動から消費関連貨

物はプラスの荷動きとなっています。また、生産関連貨物も国内景気の回復を受けた設備投資の復調及び半導体不

足による生産制約が解消に進む自動車関連、鉄鋼、化学工業品等の輸送が伸びたことで小幅なプラスの荷動きとな

っています。しかしながら、住宅投資の減少等により建設関連貨物が大幅に減少したことから、国内の貨物総輸送

数量は、前年を下回る状況で推移しています。

このような経営環境の中、当社グループは、長期的な企業価値の向上を目指した「2030丸運グループ長期ビジョ

ン」の実現に向けて、2023年度を初年度とする第４次中期経営計画を策定し、適正運賃・料金の収受及び素材一貫

物流の拡大に取り組んでいます。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は、半導体の需要低迷に伴う素材産業の輸送量減少や貿易

量の減少により、前年同期比3.2％減の221億71百万円となりました。

経常利益は、新規一貫物流業務の受注や運賃改定による増益及び基幹システムの導入費用が減少したことから、

前年同期比１億87百万円増の２億53百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期

比58百万円増の１億25百万円となりました。

セグメント別の業績概況は、次のとおりです。

《貨物輸送》

当部門においては、自動車向けアルミ材輸送量は回復傾向にあるものの、情報機器の減産に伴う高機能半導体の

輸出減、空調機器在庫調整に伴う部材減産及び中国向け樹脂輸出の低迷により、素材物流は全般的に低調に推移し

たことから減収となりました。

一方、機工業務における中国から日本への輸送から据付までの大型設備一貫物流業務の受注、流通拠点における

料金改定の進展や冷蔵貨物の取扱増及び基幹システム導入費用等の減少により増益となりました。

これらの結果、営業収益は前年同期比3.3％減の112億62百万円、経常利益は前年同期比73百万円増の73百万円と

なりました。

《エネルギー輸送》

石油部門においては、石油製品の内需減の影響等により、輸送数量が前年同期比1.1％減少となりました。潤滑

油・化成品部門は、自動車生産は回復基調にあるものの、素材等の滞留在庫解消には至らなかった影響等により、

主要顧客の輸送数量が前年同期比2.8％減少となりました。

しかしながら、運賃改定の影響により営業収益は増加し、また、前年度に発生した基幹システム導入費用等が減

少となりました。

これらの結果、営業収益は前年同期比3.6％増の74億30百万円、経常利益は前年同期比１億74百万円増の61百万

円となりました。

《海外物流》

当部門においては、中国から日本への大型設備一貫物流業務の受注及びベトナムにおけるレジャー用品の取扱数

量増はあったものの、情報機器における半導体需要の低迷及び中国の景気停滞により貿易量が減少し、減収減益と

なりました。

これらの結果、営業収益は前年同期比18.9％減の25億77百万円、経常損益は前年同期比58百万円減の21百万円の

損失となりました。
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セ　グ　メ　ン　ト 営業収益 前年同期比 経常利益 前年同期増減額

貨　物　輸　送 11,262百万円 96.7％ 73百万円 73百万円

エネルギー輸送 7,430 103.6 61 174

海　外　物　流 2,577 81.1 △21 △58

テクノサポート 886 99.2 26 △42

そ の 他 事 業 15 107.4 114 39

合　　　　　計 22,171 96.8 253 187

《テクノサポート》

当部門においては、油槽所関連では業務委託料の改定により増益となったものの、製油所関連では主に産廃搬出

業務及び緑化業務の取扱量減少により減収、前年度に発生した関係会社での退職金制度変更に伴う引当金の戻しが

なかったこと並びに人員補充に伴う費用の増等により、全体としては減収減益となりました。

これらの結果、営業収益は前年同期並みの８億86百万円、経常利益は前年同期比42百万円減の26百万円となりま

した。

当期のセグメント別の営業収益および経常利益は次のとおりです。

（注）  その他事業の区分は各報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険

代理業および事務代行業等並びに各報告セグメントに配分していない全社収益・費用の純額等でありま

す。

（２）財政状態に関する説明

《資産》

当第２四半期連結会計期間末における総資産は367億48百万円となり、前期末に比べ９億36百万円減少しまし

た。この主な要因は、現金及び預金の減少３億26百万円、季節差等による営業未収入金及び契約資産の減少５億15

百万円、償却等による有形固定資産及び無形固定資産の減少３億63百万円並びに投資有価証券の増加２億28百万円

等によるものであります。

《負債》

当第２四半期連結会計期間末における負債は120億21百万円となり、前期末に比べ11億84百万円減少しました。

この主な要因は、季節差等による営業未払金の減少３億75百万円、返済による借入金の減少６億23百万円及び流動

負債のその他に含まれる未払金の減少２億48百万円等によるものであります。

《純資産》

当第２四半期連結会計期間末における純資産は247億27百万円となり、前期末に比べ２億47百万円増加しまし

た。この主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を１億25百万円計上したことによる増加、配当金の支払

による減少１億15百万円、その他有価証券評価差額金の増加１億57百万円及び為替換算調整勘定の増加60百万円等

によるものであります。この結果、自己資本比率は前期末の64.1％から66.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値に差異が生じております。また、当初の通期業績予想を修正いた

しました。

詳細については、本日（2023年11月８日）公表いたしました「2024年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想

と実績値の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,234 1,907

受取手形 280 197

電子記録債権 370 368

営業未収入金及び契約資産 5,598 5,082

棚卸資産 61 94

その他 1,000 1,146

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,543 8,797

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,372 4,178

機械装置及び運搬具（純額） 2,262 2,113

土地 16,840 16,853

その他（純額） 374 507

有形固定資産合計 23,849 23,652

無形固定資産

ソフトウエア 1,086 910

その他 88 98

無形固定資産合計 1,175 1,009

投資その他の資産

投資有価証券 2,321 2,549

繰延税金資産 187 124

その他 731 738

貸倒引当金 △123 △123

投資その他の資産合計 3,116 3,289

固定資産合計 28,141 27,951

資産合計 37,685 36,748

負債の部

流動負債

営業未払金 2,764 2,389

短期借入金 1,444 1,241

未払法人税等 171 121

賞与引当金 665 623

災害損失引当金 － 41

その他 2,499 2,319

流動負債合計 7,545 6,735

固定負債

長期借入金 1,070 650

再評価に係る繰延税金負債 1,886 1,886

退職給付に係る負債 2,232 2,251

訴訟損失引当金 56 56

資産除去債務 69 69

その他 344 370

固定負債合計 5,660 5,285

負債合計 13,205 12,021

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,559 3,559

資本剰余金 3,087 3,087

利益剰余金 13,705 13,715

自己株式 △22 △22

株主資本合計 20,329 20,339

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 904 1,062

土地再評価差額金 2,901 2,901

為替換算調整勘定 71 131

退職給付に係る調整累計額 △40 △31

その他の包括利益累計額合計 3,836 4,064

非支配株主持分 313 323

純資産合計 24,479 24,727

負債純資産合計 37,685 36,748
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     （単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

営業収益 22,906 22,171

営業原価 21,400 20,445

営業総利益 1,506 1,726

販売費及び一般管理費 1,524 1,538

営業利益又は営業損失（△） △18 187

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 40 38

スクラップ売却益 25 2

その他 31 39

営業外収益合計 99 84

営業外費用

支払利息 11 6

固定資産圧縮損 － 5

その他 3 6

営業外費用合計 14 18

経常利益 66 253

特別利益

固定資産売却益 27 34

投資有価証券売却益 4 －

その他 1 －

特別利益合計 33 34

特別損失

固定資産除売却損 0 4

減損損失 1 －

災害損失引当金繰入額 － 40

その他 0 0

特別損失合計 1 45

税金等調整前四半期純利益 98 243

法人税、住民税及び事業税 67 96

法人税等調整額 △32 9

法人税等合計 34 106

四半期純利益 64 137

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 67 125

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益 64 137

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 116 157

為替換算調整勘定 77 63

退職給付に係る調整額 11 9

その他の包括利益合計 205 230

四半期包括利益 269 368

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 268 352

非支配株主に係る四半期包括利益 0 15

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。
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